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概略 

 植物が生育するためには、土壌から吸収した栄養素を各器官へ過不足無く分
配しなければならない。イネ科植物は、節(せつ)と節に付随する葉、腋芽、冠

根を構成単位とする繰り返し構造から成り、栄養素の分配においても節が中心
的な役割を果たす。根から蒸散流に乗って運ばれてきた栄養素の一部は、葉へ
と転出する直前の節において、著しく発達した”肥大維管束”から上位の節へと
続く”分散維管束”へと維管束間を輸送される。近年私たちは、節の維管束間輸

送に働く多数の輸送体タンパク質を同定し、栄養素毎の特徴的な分配パターン

を作り出す分子機構を明らかにしてきた。  
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